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論文内容要旨
 日本の特異な気象の一つに豪雪現象があって,産業交通,生漉に重大な影響をもつているQ日本
 海に面した山地の季節風豪雪及び太平洋側の低気圧による大雪に関しては,地形的降水又は大雨の
 延長として研究され,普遍的説があるが,山岳より数10㎞離れた日本海海岸地方に起る豪雪に関
 しては,多くの疑問が残されていた。本報は,この照本海海岸地方の豪雪機構の解析に重点を寿い
 で研究を進めた。資料は,1955～ig63の9年間に,全国何処かで起つた積雪1蘭の増300卿以上
 のすべて590例を解析したものである。
 ②豪雪域の地理的分布
 豪雪時の天気図を分類して,豪雪域と対比した。
 各分類にっき出現頻度の全国分布園を作った。この種の分布図は今迄作られたことがない。この分
 布図から判別される、点は,豪雪の原因は各種の擾乱によるものであるが,擾乱の種類により豪雪域
 も相違する。
 ω太平洋側通過の低気圧による豪雪は本州中央の山岳地帯1甲信地方,東北,北海道の太平洋鮎
 (・)a本海低気圧や寒冷前線並びに典型的北西季節風発達期の豪雪は本州中央の山岳地帯。
 の北西季節風発達期に鎖本海低気圧又は寒冷蘭線が通過する場合並びに日本海に小擾乱ある場合
 は中央山岳地帯のみならず田本海海岸地方にも豪雪がある。
 従って,豪雪頻度は,本州背梁となる山間部に最も多くなるが,緯度的には35、50～37.50Nを
 中心として極端に多い繊現がある。
 ③大雪時の高層解析
 低気圧性の豪雪は降雨と同一機構であめ,空気中の水分含量の増加と共に降水量は増加する。従
 って,飽和の状態にあっては,気温と共に増量した降水が見られるから豪雪は雨雪の限界温度に近
 いときに起る。一方季節風性の降雪にあっては,気温が低いほど雷量は多い。これは空気中の含水
 量の僅なときにも大きい雪量があることを意味し,日本海海燦地方豪雪を解く重要な鍵である。日
 本海海岸で1日3㏄卯以上の降雪のあるときは700鋤温度がq5℃以下であって一20℃内外の場
 合が最頻度を占め,500短b温度では一35℃以下に限られ,一20℃以下では豪雪とならぬことは
 残んどない。この様な低温は偏西風波動の蛇行が大きく発達した場合の大規模な低温谷が極東域に
 発達した場合に起る。この時高層偏藪風最強地帯は著しく南下発達して,四国九州方面に位置する。
 豪雪域が偏西風最強地帯の北に位置する点は豪雪時の重大な特性であって,豪雨と異り,季節風性
 豪雪は寒暖両気団の界域或いは寒域の南縁部に起るものでなく,全く寒域の中に起るものであるこ
 とを示す。この事実は本論が始めて明らかにした⊃
 ④日本海の影響
 低温乾燥した大陸気団が,顕本海面を吹送されるとき下層から加熱吸湿するので,降雪量に重大
 な影響があることは,従来の諸説と同様であるが,余りに過熱されると降雪になり難い。また,豪
 雪は表面海水温が低温な年に起診易い。
 ⑤地形の影響
 本州の背梁となる山脈斌冬季季節風の場にあって,山地の降雪機構に重大な役目をしている。
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 一方南北に走る山脈群は上層西風に対し大きな障壁となり風上で,風向は反転するのて,北陸地
 方の陸地では南風になる。
 この南風は冬季の季節風期を通じ卓越するものである。一方,海上では北西風が卓越する。結
 局,海岸線近傍は海陸からの北麺風と南風が集束する地帯になり,断えず渦動が発生している。冬
 季の季節風期北綾海岸線に発生する雷雲,富山県東部海岸に頻発する龍巻はその例である。北陸地
 方陸地の南風は,抵膚500～1000卿に限られたものであって,冬季は殆んど常時存在している。
 従って,海岸に沿う集束線は豪雪に関連なく常時存在していると見てよい。従来,北陸不連続線と
 害われたものは,これを指すものと思われるのであって,冬期日常日本海岸地方で起る俄雪の原因
 となっているが,これだけで豪雪は説明出来ない。
戴
鞍
 蒙
、
鮮
紅
織
熱
 熱
、
鎌
遮
 ◎日本海岸豪雪時の渦度分布
 lets竜reamは,豪雪域よりはるか南にあって,豪雪時は風速も大きい。このletstr¢amの
 北側の低気圧性温度は緯度と共に大きく変化しないのが普通であるが,豪雪時には或る緯度で鋭い
 ピークを持つ。これは風速が急に変る地帯であって,豪雪域はこのピークと一致する。雪雲を構成
 する小渦動が,この渦度最強地帯に発生する。この小渦動は北陸地方海岸季節風性豪雪晦輪島の
 風が3㎞高度ぐらいまで,非地衡風的な一時的南東風になることがあることからも確められる。し
 かし,現在の観測網観測時間間隔では,この小渦動を捕捉し得ることは少ない。
 ⑦大陸高気圧の構造と日本海岸豪雪帯との関連
 ⑧擾乱帯の発達と海岸豪雪
 冬期アジア大陸東部に発達する高気圧は,地表近くでは単一な姿であるが,立体的には,次の三
 つの部分に分けられる。それは高緯度高気圧,中緯度高気圧と地表近くの季節的な地形高気圧であ
 る。中緯度高気圧は大気大循環に基く亜熱帯高気圧であって,定常的で高度高く,一般に支那大陸
 に位置する。高緯度高気圧はシベリア方面にあり,極高気圧から切離したものが多く,不規則な運
 動をし,常時存在するものでない。大陸高気圧の発達はこの高緯度高気圧が南下し、中緯度高気圧
 に接触した場合に起る。季節的高気圧とは大陸の冷却によるもので地表近くだけの現象である。高
 中緯度両高気圧は,北支那北部,満州南部を境として両立しているが,地表では季節的高気圧の為
 に一系の高気圧の様に観察される。しかし,この境界は鞍状部又は風系の乱れや等圧線の湾曲で判
 別される。この等圧線の湾曲部では断えず微小低気圧が発生消滅を繰返しているが,この微小低気
 圧は,高層トラフの前面letstreamの主軸の南画にあるときは急速に発達する。この低気圧は日
 本海を通り発達を続け千島方面で雄大な低気圧になる。この低気圧により降水は起るが低気圧に流
 入する湿舌をともなった暖気により北陸地方平地では一般に降雨となるが,山地や北海道方面では
 豪雪となることがある。しかし,その降雪時間は低気圧の通過が早いので短期間である。jet
 S土reamの主軸が東進南下すると共に西側には大陸高気圧が発達し,微小低気圧の発生東進はな齢
 続ぐのであるが,jetstreamの西側では微小低気圧は発達しないまま,発生消滅を繰返し東進
 する。この低気圧の勢力は微弱で天気図上では判別しないか,等圧線の湾曲程度にしか見えない。
 しかも強い寒気の中にあって,判別し得るような湿舌はともなわない。しかし,日本海海岸地方に
 季節風性銀雪をもたらすのは,この微小低気圧である。
 上述の微小低気圧は所謂西高東低の北西季節風型の気圧配置の中に発生し,高層は低気圧性濁度
 のピークと一致する。即ち,北支那北部よウ日本海南部にかけ一つの擾乱帯が構成され,微小低気
 圧群は,この擾乱帯の中で発生消滅を繰返している。高層トラフが極東域に定着し発達を続ける状
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 態にあっては,この擾乱帯も持続するので,季節風性豪雪は数日の持続を保つ。
 ③上昇気流の原因
 地形による上昇気流以外に降雪を起す原画として,
 (a}北画季節風時日本海面で加熱吸湿した低層と上層の低温の為に気層が不安定となり対流を起す。
 これは常時広域に起っている。これだけでは雪量は微量である。
 (b)北西季節風が海岸地形又はその東側山岳の影響で変向し,海上の北西風との間に北陸不連続線
 が発生する。雪量は若干多くなるが,季舗風時常に晃られる現象で豪雪とはなり難い。
 (c)顕本海南部の擾乱帯中の微小低気圧が海上不安定a),北陸不連続緻b)と合体して海岸の豪雪を
 起す。
 (d)発達した低気圧は前者と桁違いに上昇気流は強いが活発な暖気の移流をともなうので,北陸地
 方以南平野部では雨となり山岳地又は東北地方北海道東部で豪雪となることがある。
 低温な時はイ),日本海面からの蒸発,加熱・),気層の不安定ホ)雲物理的に活発な氷晶
 成生の高度が低ぐなる。これ等の条件の為には高層が低温な程,豪雪の好条件となる。従って,
 c)の場合,低温な空気中であっても,豪雪の原因として強力な作網を発揮する。
帆
 (10)日本海岸の持続的豪雪
 大きなトラフが極東域に根を下した時には,上述微小低気圧の発生は活発持続的となり,鷺本海
 海岸の豪雪は数黛持続する。
 (11)実
 (12)結
例
び
 1954～1963年の閥に起つた日本全土の豪雪のすべてを解析し,これを原因別に大別すると低気
 圧や前線により起るものと,季舗風によるものがあって,原因により,豪雪域に特異性がある。前
 者は降雨と同様の寒暖両気団の境界で起るものである溝後者は寒気内で起る。特に日本海海岸地
 方の豪雪は後者であって,高層寒気が特に低い場合に起る。この機構を説明する為,北頭季節風下
 北支那北部より日本海南部にのびる擾乱帯を提称した。この擾乱帯は前線と異り,寒気内にあるも
 ので,その中に発生する微小低気圧が,日本海岸地方豪雪の原因であることを指摘した。
 また,この擾乱帯は偏西風波動寒冷トラフによる高層寒域が発達したとき,その内部で起ること
 をjetstreamとの相対位置渦度分布,並に大陸高気圧の構成との関連から研究して,日本海海
 岸地方の季節風性豪雪機構のモデルを作った。
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 本論文は主に日本海に面する裏葭本地帯の豪雪について総観的に研究し,その機構を明らかにし
 ょうとしたものである。この地方の豪雪は大別して低気圧や前線の進行に伴うもの,季節風による
 もの,及びこの両者が同時に起つたときに分けられる。このうち季節風に伴う豪雪は頻度が多く,
 全体の50%をこえ,地域的には比較的狭いが,数日間持続し,その機構は明らかでなかった。著者
 は1955～隻963年の9年間に亘り1日の降雪量が300艀を越えた590例について地表並に高層の気象
 観測データーの総観的な解析を行い,豪雪時に共通する特性を菟思し,豪雪機構について新しい見
 解に到達した。
 先ず大雪時の上層の気温の解析を行なった。500初b面で北緯40度線上で最低気温になる場所
 を縦軸気温を横軸にとった図上に降雪の型をブ・判トした。その結果季節風に伴う9本海海岸地
 方の豪雪の起る場所は気温が一250以下の際に経度1300～1450に集中し,一350以下の気温の時
 は例外なく豪雪が起ることを見出した。
 藪濃時に豪雪があることは従来知られていなかったことで低気圧に伴う豪雪は中心部の気温が高い
 時に起きることに姥べても季節風による豪雪の馨しい特色である。
 又最低気温が比較的狭い経度に集まっていることは偏西風の波動の著るしい南下と豪雪が関係して
 悟ることを示すものと解釈される。
 次に著者は豪雪機構を解明する第三の手懸りとして30伽b面の濁度の分布と豪雪の関係に注目し
 た。その結果豪雪時には正の渦度の極大が見られ,大規模な尺慶で計算した渦度の極大の場所と局
 地的な豪雪地域が一致していることを見出した。
 以上の三点は豪雪に関連して著者の発見した事項で,更に日本海の表面海水温,地形の影響,北
 陸不連続線,北陸特有の気流と豪雪の関係にも言及している。これらの事実に基き著者は季簿風に
 伴う豪雪機構を説明し縛る一つのモデルを提唱した。即ち極高気圧に由来するシベリヤ高気圧と大
 気大循環に由来する中緯度高気圧は冬季は合体してアジア大陸東部全般をむつているが,支那大陸
 の気圧,風系を詳細に解析するとその境界は風系の乱れや等圧線の湾曲によって判別される。この
 等圧線の湾曲部では微小低気圧が発生消滅をくりかえしているがjetstream9…益軸が東進南下す
 る場合その頭側には大綾高気圧が発達し,低気圧性の渦慶の増加で表現される擾乱帯は日本海を横
 断して裏日本まで及び,豪雪をもたらす。この際暖かい日本海上をわたることにより,高層が低温
 なほど気層の不安是度は増し,蒸発量もまし,また雲物理的に氷贔成生の高度も低くなって豪雪の
 ための好条件がそろう。この著者の提唱によるmode1は甚だ興味があるが,更に細密な観測網と精
 度の高い観測によらなければ実証し得ない一面が残されている。しかし季節風に伴う豪雪について
 著者が見出した事実は高く評価さるべきであり,14篇の参考文献は著者のこの方面に沿ける力量を
 示して誇り,これらによって著者の提出した論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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